
59



特集 変化する我が国の農業構造
シフト

○ 2024年の農林⽔産物・⾷品の輸出額は、好調な外⾷需
要や事業者の販路拡⼤の取組等の進展により、初の1.5
兆円超えの1兆5,071億円

○ 品⽬別の輸出額では、加⼯⾷品が最多で5,340億円、次
いで⽔産物が3,609億円、畜産品が1,396億円

○ 国・地域別の輸出額では、⽶国向けが最も多く、次いで
⾹港、台湾、中国、韓国

農林⽔産物・⾷品の輸出額は1兆5,071億円で初の1.5兆円超え。産地育成や需要拡⼤等を推進

農林⽔産物・⾷品の輸出額

第１節 農産物輸出の概況 第３章 農林⽔産物・⾷品の輸出促進

○ ⽜⾁の輸出額は、和⽜⾁⼈気の⾼まりを背景に増加傾向。2024年は前年に⽐べ12.1%増加し、648億円。輸出認定⾷⾁処理
施設の増加に向けた施設整備を⽀援。⽜乳乳製品は300億円以上で推移。ロングライフ⽜乳やチルド⽜乳を中⼼に輸出を推進

○ 緑茶の輸出額は、健康志向や⽇本⾷への関⼼の⾼まり等を背景に、抹茶を含む粉末茶の需要が拡⼤し、増加傾向。2024年は
前年に⽐べ24.6%増加し、364億円。相⼿国・地域の残留農薬基準をクリアする防除体系の確⽴等を推進

○ 果実の輸出額は、⾼品質な果実が評価され、増加傾向。2024年はりんごの輸出が堅調だったこと等から、前年に⽐べ14.8%
増加し333億円。防除暦の⾒直し等の規制やニーズに対応する産地育成を推進

○ ホタテ⾙(⽣鮮等)は、中国等による輸⼊規制の影響を受ける中、輸出先の転換・多⾓化により、⽶国、タイ、ベトナム等の中
国以外の国・地域に対する輸出額が⼤きく増加。2024年は前年に⽐べ0.9％増加し、695億円

主な輸出重点品⽬の取組状況

農林⽔産物・⾷品の輸出額

資料︓財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成

品⽬別の
農林⽔産物・⾷品の輸出額

資料︓財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成
注︓1) 令和6(2024)年実績値

2) 少額貨物を含まない数値
3）詳細が不明な農産物を含まない数値

44

技術の活⽤、品種改良等の⽣産性向上の取組を強⼒に進めていくとともに、プロモーショ
ンや商流構築、国内外⼀貫してつなぐサプライチェーンのモデル構築、⽇系外⾷企業の海外
進出、インバウンドと輸出の好循環の形成等を推進

○ 商業⽤のコメの輸出額は、⽇本⾷レストランやおにぎり
店等の需要開拓により増加傾向。2024年は前年に⽐べ
27.8%増加し、120億3千万円。今後、低コストで⽣産
する⼤規模輸出産地を育成し、農地の⼤区画化やスマー
ト
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 ⽇本の強みを最⼤限発揮し、マーケットイン、マーケットメイクの観点から、輸出に取り組
む産地・事業者等を⽀援するとともに政府⼀体で輸⼊規制の撤廃・緩和の働き掛けを実施

 輸出促進施策と併せ、⾷品産業の海外展開及びインバウンドによる⾷関連消費の拡⼤に向け
て施策を推進し、「海外から稼ぐ⼒」を強化

特集 変化する我が国の農業構造
シフト

○ 国内では、認定品⽬団体によるオールジャパンでの輸出⼒強化の取組を推進。
国が認定する「認定農林⽔産物・⾷品輸出促進団体」(認定品⽬団体)は
2025年3⽉末時点で15団体(27品⽬)

○ 主要な輸出先国・地域では、現地における専⾨的・継続的な⽀援体制を強化。
2024年度は輸出⽀援プラットフォームの拠点を新たにマレーシアとアラブ
⾸⻑国連邦に設⽴(合計で10か国・地域)

実⾏戦略の基本的な考え⽅、我が国の強みを最⼤限に発揮するための取組

第２節 輸出拡⼤等による「海外から稼ぐ⼒」の強化 第３章 農林⽔産物・⾷品の輸出促進

○ リスクを取って輸出に取り組む事業者への投資を⽀援するとともに、マーケット
インの発想に基づく輸出産地・事業者の育成・展開を推進

○ 農林⽔産物・⾷品輸出プロジェクト(GFP)を活⽤したセミナーや交流会の開催等
を推進し、輸出産地・事業者の育成や⽀援を推進

○ JETRO、JFOODO等をはじめとした関係機関と連携し、産地の育成や⽀援、⼈材
育成・確保、プロモーション等を実施

○ ⽣産から流通・販売に⾄る関係者が⼀体となったサプライチェーンの強化を推進
○ 輸出先国・地域における輸⼊規制の撤廃・緩和に向け、農林⽔産物・⾷品輸出本

部の下で政府⼀体となって働き掛け

輸出にチャレンジする農林⽔産事業者の後押し、省庁の垣根を超えた
輸出の障害の克服、海外への商流構築等

GFPの海外イベントに出展した⽶のブース
資料︓株式会社百笑市場

⾷品産業の海外展開、インバウンドによる⾷関連消費の拡⼤
○ グローバル・フードバリューチェーン(GFVC)推進官⺠協議会での取組等を通じ、

輸出の後押しにもつながる事業者の海外展開を⽀援
○ インバウンド回復を捉え、訪⽇外国⼈旅⾏者に⽇本⾷の理解・普及を推進 45

インバウンドによる⾷関連消費額(推計)

資料︓観光庁「訪⽇外国⼈消費動向調査」、⽇本政府観光局
「訪⽇外客統計」を基に農林⽔産省作成

輸出⽀援プラットフォームの拠点設置国・地域

資料︓農林⽔産省作成
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（参考）鹿児島県産農林水産物の輸出額

〇令和６年度の県産農林水産物の輸出額は、前年度比28%増の約471億円
〇前年に引き続き、農林水産物全ての輸出額が増加し、公表開始以降最高額を更新

資料：令和６年度農林水産物の輸出額（鹿児島県）
62



〇 部門別の輸出額

令和６年度 部門別ならびに品目別の輸出額

〇 品目別の輸出額

資料：令和６年度農林水産物の輸出額（鹿児島県）

（参考）鹿児島県産農林水産物の部門別、品目別の輸出額
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〇 輸出相手国別

アメリカ
養殖ブリ、お茶、

牛肉等
23,693

台湾
牛肉・お茶等

4,803

香港
牛肉・養殖ブリ等

4,049

EU
牛肉・お茶等

4,803

中国
丸太等
4,448

タイ
牛肉・養殖ブリ等

1,474
シンガポール

牛肉・さつまいも等
4,803

牛肉 養殖ブリ お茶 丸太

資料：令和６年度農林水産物の輸出額（鹿児島県）

（参考）鹿児島県産農林水産物の輸出先
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

⾷品産業の国内⽣産額は近年横ばい傾向で推移。⽣産性の向上や産地との連携強化等を⽀援

⾷品産業の競争⼒の強化

第１節 ⾷品産業の健全な発展 第４章 ⾷料安全保障の確保のための持続的な⾷料システム

○ ⾷品産業の国内⽣産額については、近年おおむね横ばい傾向で推移。
2023年は、新型コロナウイルス感染症の影響で落ち込んだ外⾷⽀出が回
復しつつあること等から前年に⽐べ8.7%増加し105兆8千億円

○ ⾷品製造業の⼈⼿不⾜・⼈材不⾜が引き続き課題となる中、⽣産性の向
上が急務。このため、⽣産性の向上に資するAI、ロボット等の先端技術
の研究開発、実証・改良から普及までを総合的に⽀援

○ 経営者の⾼齢化により事業承継の課題を抱える企業が多数存在。地域の
農林⽔産業と密接に関係し地域の⾷⽂化を反映する加⼯⾷品も多いこと
から、⾷品製造業を次世代につなげていくことが重要

○ 国産原材料への切替えによる新商品開発や産地との連携強化等を⽀援。
また、地域の多様な関係者の連携を強化し、新たなビジネスの創出等を
促す取組を推進

○ 「物流⾰新に向けた政策パッケージ」に基づき、業界・分野ごとの⾃主
⾏動計画の着実な実施を促すとともに、パレットの導⼊・標準化、ICT
やロボット技術を活⽤した業務の省⼒化・⾃動化、コールドチェーンの
整備による流通の⾼度化等の取組を⽀援。またデータ連携システムの構
築や中継共同物流拠点の整備等を推進

○ 卸売市場の物流機能を強化するため、コールドチェーンの確保等に資す
る施設や中継共同物流に必要な施設の整備等を⽀援

資料︓農林⽔産省「農業・⾷料関連産業の経済計算」を基に作成
注︓⾷品製造業には、飲料、たばこの区分を含む。

⾷品流通の合理化

⻘果物の標準仕様パレットでの出荷

⾷品産業の国内⽣産額

みやざき⼩⻨粉・⽶粉プロジェクト
資料︓公益財団法⼈宮崎県産業振興機構

地域の多様な関係者が連携した新たなビジネスの創出例
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

経済的・物理的な⾷品アクセスの確保に向けた対応が必要。関係省庁・地⽅公共団体等が連携し
て⾷品アクセスの確保に向けた対応を推進

⾷品アクセスの状況

第２節 円滑な⾷品アクセスの確保に向けた対応 第４章 ⾷料安全保障の確保のための持続的な⾷料システム

円滑な⾷品アクセスの確保に向けた対応

○ 内閣府が2021年2〜3⽉に実施した調査によると、過去1年間
でお⾦が⾜りなくて⾷料困窮を経験したことのあるひとり親
世帯の割合は、30.0%

○ 国内市場の縮⼩化等を背景として、いわゆる「買物困難者」
が増加

○ 公庫が2025年1⽉に実施した調査によると、公共交通⼿段の
利⽤⼜は徒歩により、⾷料品店舗にアクセスすることが「15
分以内ではできない」と回答した⼈は37.8％。健康的な⾷事
のための⾷料品の購⼊が⼿頃な価格でできているかどうかに
ついて、「できていない」と回答した⼈は45.4％

フードバンク活動を⾏っている団体数

資料︓農林⽔産省作成
注︓各年度末時点の数値

こども⾷堂の⾷事⾵景
資料︓株式会社千葉ジェッツふなばし

○ 関係省庁の⽀援策を取りまとめた「⾷品アクセスの確保に
関する⽀援策パッケージ」の活⽤を促進し、地⽅公共団体
や⺠間事業者等による地域の取組を推進

○ 経済的に困窮している者の⾷品アクセスの確保に向けて、
地域の関係者が連携する体制づくりや、フードバンク・こ
ども⾷堂等の機能強化を⽀援

○ 買物困難者の⾷品アクセスの確保に向けた対応として、移
動販売⾞や無⼈型店舗の設置等のラストワンマイル物流の
強化に向けた取組を⽀援

⾷料品店舗へのアクセス状況 ⼿頃な価格での飲⾷料品の購⼊

資料︓株式会社⽇本政策⾦融公庫「消費者動向調査(令和7年1⽉)」を基に農林⽔産省作成
注︓回答総数は2千⼈

移動販売⾞
資料︓⿃取県⽇野町
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

国際的な動向等に対応した⾷品の安全確保と消費者の信頼の確保に向けた取組を推進

科学的知⾒等を踏まえた⾷品の安全確保の取組の強化

第３節 ⾷品の安全確保と消費者の信頼の確保 第４章 ⾷料安全保障の確保のための持続的な⾷料システム

⾷品に対する消費者の信頼の確保

○ リスク評価機関(⾷品安全委員会)とリスク管理機関(厚⽣労働省、農林
⽔産省、消費者庁等)が、相互に連携しつつ、⾷品安全を確保するため
の取組を推進

○ 2024年の⾷中毒発⽣件数は前年と同程度。⽣産から消費に⾄るまでの
必要な段階で有害化学物質・有害微⽣物の汚染の防⽌や低減を図る措
置の策定・普及を推進

○ 農薬や肥料、動物⽤医薬品、飼料等の農業⽣産資材の安全確保の取組
を推進

○ 動物⽤抗菌薬の農場単位での使⽤実態を把握できる仕組みの検討やワ
クチンの開発・実⽤化の⽀援等により薬剤耐性菌の増加を防ぐ対策を
推進

⾷品安全を確保するためのリスク分析の枠組み

資料︓農林⽔産省作成

○ 2024年8⽉の「⾷品表⽰基準」及び「⾷品衛⽣法施⾏規則」の改正に
より、機能性表⽰⾷品の健康被害情報の報告を義務化

○ 栄養成分表⽰等を通して、消費者の健康の維持・増進に資する⾷環境
づくりを後押しするため、包装前⾯栄養表⽰制度の導⼊に向けた検討
を実施

○ 不適正な⾷品表⽰への注意喚起を推進

○ ⾷品トレーサビリティの普及啓発を推進

⾷品表⽰ミス防⽌に向けた啓発チラシ
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

 ライフスタイルの変化に伴い、⾷の外部化・簡便化が進展
 ⽶の相対取引価格は前年産より上昇し、野菜の⼩売価格は平年に⽐べ上昇
 国産農産物の消費拡⼤に向けた対応、⾷育や地産地消の取組を推進
⾷料消費の動向

第４節 ⾷料消費の動向と⾷・農のつながり 第４章 ⾷料安全保障の確保のための持続的な⾷料システム

○ エンゲル係数は、円安による輸⼊価格の上昇の影響で多くの⾷品価格の値上げが
実施されたこと等により、⾷料消費⽀出が増加し、2000年以降最も⾼い28.3%。
2025年2⽉の⽣鮮⾷品を除く⾷料の消費者物価指数は前年同⽉⽐で5.6%上昇

○ ライフスタイルの変化による共働き世帯の増加等により、⾷に関して外部化・簡
便化が進展。冷凍⾷品の国内⽣産額が過去最⾼を更新

資料︓農林⽔産省作成
注︓1) 相対取引価格とは、出荷団体(事業者)・卸売業者間で取引され

ている価格
2) 出回り〜翌年10⽉(令和6(2024)年産は令和7(2025)年2⽉まで)

の全銘柄平均価格

⽶の相対取引価格

国産農産物の消費拡⼤に向けた対応、⾷育・地産地消の推進等
○ 農林⽔産省では、各種キャンペーン活動等を通じて、国産農産物の消費拡⼤に

向けた取組を実施

○ 学校給⾷における地場産物の活⽤促進等の⾷育活動や、直売所の整備等を⽀援。
⽣産現場に対する理解醸成及び国産農産物の積極的な選択等の⾏動変容につな
げるため、農林漁業体験機会の提供や、国⺠運動「⾷から⽇本を考える。ニッ
ポンフードシフト」を展開

資料︓総務省「⼩売物価統計調査」(東京都区部)を基に農林⽔産省作成
注︓1) 直近5か年における同⽉の⼩売価格の平均との⽐

2) 1)の直近5か年における同⽉の⼩売価格の平均とは、令和
6(2024)年1⽉の場合、平成31(2019)〜令和5(2023)年の1⽉
の⼩売価格の平均 50

農産物・⾷品価格の動向
○ 2024年産⽶の2025年2⽉までの相対取引価格は、昨今の資材費等の⽣産コストの

上昇等により産地の集荷価格が上昇したことに加え、流通状況を踏まえた集荷の
動き等により、年産平均で⽞⽶60kg当たり2万4,383円となり、前年産に⽐べ
59.2%上昇。⼩売価格については、2025年3⽉のコシヒカリは前年同⽉⽐で
89.4%上昇

⾼温等によるキャベツの⽣理障害

○ キャベツ、はくさい、トマト等の多くの品⽬において、夏季の⾼
温の影響により⽣育不良等が発⽣したため、夏季・秋季の出荷量
が減少し、⼩売価格は平年に⽐べ⼤きく上昇。さらに、キャベツ
は10⽉の天候不順や12⽉以降の少⾬の影響等により、引き続き
出荷量が少なくなり、⼩売価格は12⽉以降も平年を上回って推移
(⾼温対策については第5章第2節参照)

主な野菜の⼩売価格(平年⽐)

15,716 14,529
12,804 13,844
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第１節 みどりの⾷料システム戦略の推進 第５章 環境と調和のとれた⾷料システムの確⽴・多⾯的機能の発揮

みどりの⾷料システム戦略に基づき環境負荷低減に向けた取組を推進

⾷料・農林⽔産業を取り巻く環境の動向、みどり戦略の実現
に向けた施策の展開
○ 我が国の⾷料・農林⽔産業は、気候変動による⼤規模な⾃然災

害の増加や⾷料⽣産の不安定化等の課題に直⾯しており、環境
と調和のとれた⾷料システムを確⽴していく必要があるため、
みどり戦略を策定

○ みどり戦略に基づき⾷料・農林⽔産業の⽣産⼒向上と持続性の
両⽴を図る取組を推進

○ みどり戦略の実現に向けて、みどりの⾷料システム法に基づき、
環境負荷低減に取り組む⽣産者や環境負荷の低減に役⽴つ機械
や資材の⽣産・販売・研究開発等を⾏う事業者の計画認定を⾏
い、税制特例措置や融資の特例等の⽀援措置を実施

○ 地域ぐるみで環境負荷低減の取組を⾏う特定区域(モデル地区)
を設定

○ みどり戦略の実現に向けた技術の開発・普及を推進

退緑⻩化病に抵抗性を持つ
メロン品種の開発

苗を碁盤の⽬状に植えることが可能な
「両正条⽥植機」

資料︓農研機構

みどり戦略の実現に向けた技術の開発例

みどり戦略に基づく取組の世界への発信
○ G20農業⼤⾂会合及びG7農業⼤⾂会合において農林⽔産⼤⾂

より、みどり戦略に基づく我が国の取組を紹介

○ ⽇ASEANみどり協⼒プランに基づき、ASEAN各国で協⼒プロ
ジェクトを実施。アジア・ゼロエミッション共同体(AZEC)に
おいても農林⽔産分野の取組として発信

○ アジアモンスーン地域において⽣物的硝化抑制(BNI)、間断か
んがい(AWD)、イネいもち病対策等の我が国が有する優れた
農業技術の実証及び情報発信を実施

資料︓農林⽔産省作成

事 例 みどりの⾷料システム法に基づく認定等
により有機農業の取組を拡⼤

 売上単価の向上を⽬指し、環境負荷を低減した⽶の栽培に取り組む
 部会内で技術の普及と共通化を図りながら取組を拡⼤
 有機農業の拡⼤に向け、みどりの⾷料システム法に基づく計画認定

を受ける

東とくしま農業協同組合特別栽培⽶⽣産者部会(徳島県）

独⾃ブランド⽶

⽥植機が⾛った⽅向

慣⾏⽥植え

タテにもヨコ
にも苗が揃う

両正条植え

⽥植機が⾛った⽅向

両正条⽥植機

部会の勉強会の様⼦

資料︓株式会社萩原農場⽣産研究所
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（参考）みどりの食料システム戦略推進鹿児島ネットワーク

【R７計画】

・農業系高等学校等への出前授業の実施及び小・中学生
向けパンフレットの作成・配付
・消費者向けセミナーの実施
・みえるらべるの普及
・県が設置する「みどりトータルサポートチーム」の
    取組支援
・環境にやさしい農産物（お茶、花を含む。）のPR販売
・オーガニックビレッジの拡大に向けた取組
・オーガニック・地産地消等ツアールートの更新・PR

ネットワーク会員を募集しています【会費は無料】
・みどりの食料システム戦略に関する施策の情報提供
・各種イベントのご案内や取組事例等のご紹介をさせていただきます。

会員登録は、ＷＥＢで
https://www.contactus.maff.go.jp/j/kyusyu/form/kagoshima_network.html

みどりの食料システム戦略の普及及び戦略の実現に資する取組を実施するために設置して
いる「みどりの食料システム戦略推進鹿児島ネットワーク」（みどりNW）の、会員を拡
大（令和７年５月２７日現在３８会員を１００名へ拡大）させつつ、各般の取組を実施。

現地研修会（化学肥料・農薬の低減）

環境にやさしい食材を使用した
料理教室・セミナー（県栄養士

会と共催）

環境にやさしい農産物のスー
パーでのPR販売

現地研修会（有機栽培）
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○農業体験、料理実習、食育セミナー
消費者に、環境にやさしい農業を知ってもらう、
有機食材による郷土料理を作って食べてもらう、
食育セミナーで日本型食生活の必要性を理解してもらい、
地元の食材を食べることを習慣に！

・7月28日（日）＠NPO法人霧島食育研究会
・ 8月23日（金）食と音楽のランチコンサート
・10月19日（土）有機野菜を使ったクッキング講座
・１月18日（土）鹿児島県栄養士会の料理教室

○環境にやさしい農業研修
化学肥料・農薬の使用を抑えた農業、
有機農業を始めるための技術やノウハウの習得の場、
消費者にも知ってもらう！

・7月30日（火）＠鹿児島県農業開発総合センター
・12月11日（水）＠姶良市

【高速局所施肥機による実演】

【有機育苗施設】 【有機生産組合からの説明】

（参考）みどりの食料システムの実現に向けた取組（令和６年度）
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・12/7～8 イオン九州（イオンモール鹿児島）

・12/10 城山ストアー（高見馬場店）

・12/11 城山ストアー（アミュプラザ店）

・1/25 エーコープ鹿児島（いしき店）

・1/25~26 エーコープ鹿児島（サザウイン店）

・2/14～16日 地球畑（西田店、荒田店、谷山店）

・2/21~24 山形屋ストア
（AMU WE店、皇徳寺店）

・3/15～16 ニシムタ（鴨池店）

○環境にやさしい農産物のPR販売
スーパーなどの店頭で、消費者に対して、
環境にやさしい農産物の価値を直接伝える！
（12月8日は有機農業の日）

イオンモール鹿児島 城山ストアー

エーコープ鹿児島いしき店 地球畑

山形屋ストア ニシムタ

（参考）みどりの食料システムの実現に向けた取組（令和６年度）
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【地域グリサポ】

【県域グリサポ】
令和６年度に、グリーンな栽培体系の県域への展

開を図るため、二段局所施肥、堆肥入り混合肥料施
用、糖含有珪藻土土壌還元消毒等の取組について、
実証ほ場設置や現地検討会等を実施。
【取組例】
実証技術：二段局所施肥
対象品目：露地野菜（キャベツ等）
実証技術普及対象地域：大隅、曽於、南薩

取組内容市町村名年度

【ピーマン】
土壌還元消毒と天敵利用志布志市①

【いんげん】
天敵と防虫ネット利用等南大隅町②

【水稲】
雑草抑制ロボットと水位センサー

姶良市・
伊佐市③

【茶】
ペレット堆肥と省力防除体系日置市④

【キク】
土壌改良剤と畝連続使用和泊町⑤

【大麦若葉・甘藷】
ペレット堆肥と液肥活用日置市⑥

【早期水稲】
水管理システム及び雑草抑制ロボットの活用南種子町⑦

【安納いも】
有機質資材、簡易キュアリングの活用南種子町⑧

【ばれいしょ】
有機質資材の活用、ドローン散布による省力化伊仙町⑨

【施設花き（ソリダゴ、キク）
門型防除機の活用（検証）和泊町⑩

⑤・⑩

④・⑥

⑦・⑧⑨

①

②

③

（参考）化学肥料・化学農薬の低減の実証（鹿児島県）

「グリーンな栽培体系への転換サポート」
（グリサポ、農林水産省事業）を活用した環
境負荷低減技術の取組状況
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ゆそう

JA鹿児島県経済連は、化学肥料の原料価格高騰に対応するため、畜産堆肥
を活用した低コスト肥料（堆肥と化学肥料を混合したペレット肥料）を開
発主に、茶用、園芸用として販売

（株）ＪＡ物流かごしま 肥料工場

（参考）堆肥等の地域資源を活用した肥料 (鹿児島市：JA鹿児島県経済連)

ミドリッチ茶1号、ミドリッチ茶2号、アグリッチ888
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発酵中の堆肥

完成した堆肥

下水汚泥発酵肥料「サツマソイル」

（参考）下水汚泥の利用（鹿児島市水道局下水汚泥堆肥化場）

下水汚泥を利用した肥料を開発年間約１万トンの製造・販売
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ザルビオの衛星とセンシングデータを活用し、土壌や生育状況に応じて、必要な場所に必要な
量だけ施肥
これにより、化学肥料の使用量が減

土壌等の状況に応じて適量の肥料を投入

（参考）衛星データを活用した可変施肥の実証
(さつま町：鹿児島県×ザルビオ)

実際の収量データマップ 地力マップが示す地力
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生産農業者数 約165名 うち、JAS有機認証済 約100名

有機JAS法に対応した育苗（姶良市）
有機JAS認証の自社工場で加工品を製造

有機農産物の直営店（「地球畑」）

（参考）組合で有機農業（鹿児島市：かごしま有機生産組合）

かごしま有機生産組合のホームページ ⇒ https://kofa.jp/
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ハウス栽培オクラ 露地栽培オクラ

（参考）IPM農法による農作物の取り組み
（ を し、化学農薬の使用量を減）

指宿市：JAいぶすきエコオクラグループ（会員23名 栽培面積6.4ha）

・オクラ畑の周りにバンカー植物（ソルゴー）を栽培。
・ソルゴーには、オクラに害のないアブラムシが発生。

そこに益虫のテントウムシ等を呼び込む。
・そして、テントウムシ等オクラに繁殖したアブラムシも食べる。

ヒメカメノコテントウ

VS

アブラムシオクラ ソルゴー

志布志市：JAそお鹿児島ピーマン部会（会員23名 栽培面積6.4ha）

・オクラ畑の周りにバンカー植物（ソルゴー）を栽培。
・ソルゴーには、オクラに害のないアブラムシが発生。

そこに益虫のテントウムシ等を呼び込む。
・そして、テントウムシ等オクラに繁殖したアブラムシも食べる。

ヒメカメノコテントウ

VS

アブラムシ

ハウス栽培ピーマン 80



「消えゆく桑の葉に再び光を」、「食べるものが体を作る」の考えで、有機栽培による桑葉
の生産

有機JAS認定圃場（桑葉）

有機JAS認証工場で桑茶などを製造
（自社完結型ビジネスモデル）

観光地の売店でも販売

（参考）有機栽培の桑葉で６次産業化（姶良市：株式会社わくわく園）

株式会社わくわく園のホームページ ⇒ http://wakuwakuen.co.jp/ 81



（参考）減農薬栽培による農作物の取り組み

JGAPを取得し、減農薬栽培（薩摩川内市：有限会社松田農場）

ナノファイバーで減農薬（薩摩川内市：須賀農園）

露地栽培金柑

中越パルプが開発したセルロースナノファイ
バー（竹の抽出液で細菌等の侵入を防ぐ効果
がある）を用いた物理的防除により、化学農
薬の使用低減に寄与栽培中のラナンキュラスハウス内の鉢植アジサイ
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○ 農業由来の温室効果ガス排出削減のため、農林⽔産省地球温暖化対策計画やみどり戦略に基づき、農業機械の電化・⽔素
化等技術の確⽴、化⽯燃料を使⽤しない園芸施設への移⾏、家畜排せつ物由来の排出削減技術の開発・普及等を推進

○ ⾼温耐性や倒伏しにくい性質を持つ⽔稲の「にじのきらめき」や、⾼温下でも⽣育停滞が少なく品質が良いネギ「夏もえ
か」を始めとした気候変動の影響に適応するための品種・技術の開発・普及を推進

○ 夏の⾼温化傾向による農作物への影響を軽減するため、収益⼒強化に計画的に取り組む産地に対して、⾼温対策等に必要
な農業機械や農業⽣産資材の導⼊等を⽀援

○ 少量の窒素肥料でも⾼い⽣産性を⽰す⽣物的硝化抑制(BNI)強化作物の開発・普及の取組が進展
○ 2024年11⽉に開催された国連気候変動枠組条約第29回締約国会議(COP29)において、我が国からBNI技術を始めとした気

候変動緩和技術の普及に関する取組等を発信

特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第２節 地球規模で課題となっている気候変動や⽣物多様性への対応 第５章 環境と調和のとれた⾷料システムの確⽴・多⾯的機能の発揮

 農業由来の温室効果ガス排出削減や気候変動の影響に適応するための対策を推進
 農林⽔産省⽣物多様性戦略に基づき、農林⽔産分野における⽣物多様性保全の取組を推進
地球温暖化対策の推進

⽣物多様性の保全と利⽤の推進
○ 農林⽔産省⽣物多様性戦略に基づき、⽣物多様性保全に配慮した農業や

農村の⽔辺環境における⽣態系ネットワークの保全を推進
○ 2024年10〜11⽉及び2025年2⽉には、⽣物多様性条約第16回締約国会

議(COP16)が開催。昆明・モントリオール⽣物多様性枠組で設定された
30by30を始めとする⽬標の達成に向けた進捗を評価する仕組みが決定

カーボン・クレジットの取組拡⼤の促進

資料︓農林⽔産省作成

事 例 産学官⾦の連携協定によりGXを推進

 ⿅児島県は、味の素株式会社、畜産関係団体・事業者、⿅
児島⼤学、⾦融機関と産学官⾦の連携協定を締結し、畜産
業における温室効果ガスの排出削減と産業の振興を図るGX
を推進

 ⾁⽤⽜の飼養期間短縮により、温室効果ガスの排出削減と
畜産業の振興を両⽴

 Ｊ－クレジット制度を活⽤して⾁⽤⽜の⾼付加価値化を図
り、新たな販路開拓に挑戦

産学官⾦の連携協定(⿅児島県)

⽜⽤アミノ酸リジン製剤を活⽤して飼養された⾁⽤⽜

53

○ 農業分野におけるＪ­クレジットの取組が拡⼤。2025年1⽉には、株式
会社東京証券取引所のカーボン・クレジット市場において、農業の取引
区分が新設

○ フィリピンにおける間断かんがい技術(AWD)による⽔⽥メタン削減に
関する⼆国間クレジット制度(JCM)の具体的⼿法(⽅法論)が2025年2⽉
に正式承認
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牛用アミノ酸リジン製剤を
活用して飼養された肉用牛

（参考）鹿児島県の畜産業におけるGXの推進

鹿児島県は、令和６年４月に、味の素（株）、畜産関係団体・事業者、鹿児島大学、金融機
関と産学官金の連携協定を締結

牛用アミノ酸リジン製剤（栄養吸収率を高める飼
料用アミノ酸）を活用し、肉用牛の飼養期間を短
縮することにより、牛からの温室効果ガスの排出
量を削減

肉用牛としては全国で初めて、J-クレジットのプ
ロジェクトに登録。（令和７年１月）

Ｊークレジット制度を活用し、肉用牛の高付加価
値化、新たな販路開拓に挑戦
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第３節 農業⽣産活動における環境負荷低減の促進 第５章 環境と調和のとれた⾷料システムの確⽴・多⾯的機能の発揮

 有機農業の取組⾯積は拡⼤傾向で推移。有機農業を⽣産、消費の両⾯で推進
 2024年8⽉に公表した「環境保全型農業直接⽀払交付⾦の最終評価」では、温室効果ガス削

減や⽣物多様性保全において効果を確認

化学肥料や化学農薬の使⽤低減、有機農業の推進
○ 病害⾍等の予防・予察に重点を置いた総合防除の推進やグリーンな栽培体系

への転換⽀援等を通じて、化学肥料や化学農薬の使⽤低減を推進

○ 我が国の2022年度の有機農業の取組⾯積は、前年度に⽐べ14%増加し3万
300ha。耕地⾯積に占める割合は0.7%

○ 地域ぐるみでの有機農業の取組や広域的に有機農業の栽培技術を提供する⺠
間団体の指導活動、技術習得⽀援等による⼈材育成、事業者と連携して⾏う
需要喚起、有機加⼯⾷品原料の国産化等の取組を⽀援

○ 市町村が主体となり、⽣産から消費まで⼀貫した取組により有機農業拡⼤に
取り組むモデル産地である「オーガニックビレッジ」については、2025年3
⽉末時点で131市町村で取組を開始

○ 我が国の有機⾷品市場は拡⼤傾向で推移。学校給⾷における有機農産物等の
活⽤も拡⼤

環境保全型農業直接⽀払、⼟づくりや廃プラスチック対策の推進

我が国の有機農業の取組⾯積

資料︓農林⽔産省作成
注︓有機JAS認証を取得している農地⾯積と、有機JAS認証を取

得していないが有機農業が⾏われている農地⾯積との合計

○ 環境保全型農業直接⽀払制度の2023年度の実施⾯積は、前年度に⽐べ4千ha増
加し8万7千ha。⽀援対象取組別に⾒ると、全国共通の取組では、「堆肥の施
⽤」が25.8%で最多

○ ｢環境保全型農業直接⽀払交付⾦最終評価｣では、同制度による温室効果ガス削
減量の合計は、年間で約17万t-CO2、⽣物多様性保全についても効果を確認

○ 堆肥等の活⽤による⼟づくりや、プラスチックの排出抑制、資源循環等を推進

環境保全型農業直接⽀払制度の
⽀払対象取組別の実施⾯積

オーガニックビレッジ連携給⾷
資料︓東京都内の⼀部区⽴⼩中学校

資料︓農林⽔産省作成
注︓令和6(2024)年8⽉末時点の数値

堆肥の施⽤
22,320ha
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徳之島
種子島屋久島

湧水町
有機栽培による国産アーモン
ドの生産確立を目指す

南さつま市
学校給食への有機農産物の
納入の取組を展開

南種子町
新規有機農家の増加や地元有機農
産物のエシカル消費を推進

徳之島町
小中学校や病院等との連携に
より、給食制度での有機農産
物の利用を促進

姶良市
認定農業者の４分の１を有
機農家が占める有機農業の
町。
有機野菜を食材として提供
する飲食店の増加を目指す

※「オーガニックビレッジ」とは、みどりの食料システム戦略推進交付金（有機農業産地づくり推進（緊急）事業）を活
用し、有機農業の産地づくり等に取り組んでいる自治体です。

（参考）「オーガニックビレッジ」に取り組んでいる鹿児島県の自治体

鹿児島県では、５市町が
取り組んでいます

86



特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第４節 ⾷品産業の環境負荷低減と消費者の理解醸成の促進 第５章 環境と調和のとれた⾷料システムの確⽴・多⾯的機能の発揮

 環境や⼈権に配慮した持続可能な⾷品産業への転換を推進
 ⾷品ロスの発⽣量は過去最少に。引き続き事業系⾷品ロスの削減に向けた取組を推進
持続可能な⾷品産業への転換、ムリ・ムダのない持続可能な加⼯・流通システムの確⽴

⾷品ロスの削減、リサイクルの推進、消費者の環境や持続可能性への理解醸成

○ 環境や⼈権に配慮した持続可能な⾷品産業への転換のため、国産原材料
の利⽤促進、環境や⼈権に配慮した原材料調達等を⽀援

○ ⾷品企業による⼈権尊重の取組を⽀援するため、⼿引きの作成やセミ
ナー実施等により業界⽀援、消費者理解の促進を推進

○ 品質・鮮度保持のための包装資材・保管技術の開発を促進

○ 農業・⾷品産業分野におけるプラスチックごみ問題への対応を推進 プラスチック包材から紙包材に
パッケージを切り替えた製品

資料︓株式会社ブルボン

○ 我が国の⾷品ロスの発⽣量については、2022年度は前年度に⽐べ51万t減少し、
過去最少の472万tと推計

○ 事業系⾷品ロスは前年度に⽐べ43万t減少し236万tとなり、2000年度⽐で2030
年度までに半減させる⽬標を達成。家庭系⾷品ロスは前年度に⽐べ8万t減少し
236万t

○ 事業系⾷品ロスの削減に向け、納品期限緩和等の商慣習の⾒直しを推進

○ 消費者への啓発として、⼩売店舗が消費者に対して、商品棚の⼿前にある商品
を選ぶ「てまえどり」等を実施

○ ⾷品リサイクル法に基づく基本⽅針を改定し、2000年度⽐で2030年度までに
60%削減とする新たな事業系⾷品ロスの削減⽬標を設定

○ 「サステナアワード2024」等のイベントを開催し、⾷と農林⽔産業における持
続可能な⽣産・消費に関する取組を推進

キャベツの芯を活⽤したスープ
資料︓コープデリ⽣活協同組合連合会

55

サステナアワード2024 農林⽔産⼤⾂賞作品
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト第５節 多⾯的機能の発揮 第５章 環境と調和のとれた⾷料システムの確⽴・多⾯的機能の発揮

多⾯的機能の認知度は4割程度。多⾯的機能に関する国⺠の理解を促進

農業・農村の多⾯的機能と国⺠の理解の促進

○ 多⾯的機能は、国⺠⽣活及び国⺠経済の安定に果たす役割に鑑み、将来にわたって、環境への負荷の低減が図られつつ、
適切かつ、⼗分に発揮させることが必要

○ 多⾯的機能の維持・発揮のためには地域が⼀体となった共同活動が重要。農業の多⾯的機能の維持・発揮を図るため、
「農業の有する多⾯的機能の発揮の促進に関する法律」に基づき、⽇本型直接⽀払制度を実施

○ 2023年2⽉に実施した調査によると、農業の持つ様々な役割について知っている国⺠は36.5%。多⾯的機能に係る理解の
促進を図るため、学校や地⽅公共団体等に向けてパンフレットを配布するなど、普及・啓発を推進

農業・農村の多⾯的機能

⽥畑は⽔を⼀時的に貯める
ことができます

⼿⼊れされた⽥畑は
⼟砂の流出を防ぎます

⽥畑の⽔は⼟中に浸透し、
地下⽔として蓄えられます

農村の多様な環境が
いろいろな⽣き物を育みます

農業の営みが美しい
⾵景を作り出します

農村は多くの伝統⽂化
を受け継いでいます

資料︓農林⽔産省作成
注︓農業・農村の多⾯的機能には、このほか、癒しや安らぎをもたらす機能、有機性廃棄物を分解する機能、地域社会を振興する

機能、体験学習と教育の場としての機能等がある。

多⾯的機能パンフレット(⼦供向け)

環境負荷低減の促進に
向けた対応

有機農業の普及による環境負荷の低減
(第5章第3節)

資料︓⻲岡オーガニック農業スクール
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○ 農村を始めとする過疎地域の⼈⼝減少
は、⾼齢化により⾃然減が都市への⼈
⼝流出による社会減を上回る状況

○ 平均出⽣⼦ども数は、農村が都市部を
上回るが、農村・都市部ともに減少傾
向で推移

○ 農村での就業機会を確保するために、
農村における産業の振興や起業の促進
が重要

特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第１節 農村の動向 第６章 農村の振興

農村⼈⼝の動向

農業集落の動向

 過疎地域の⼈⼝減少は、⾼齢化により⾃然減が都市への⼈⼝流出による社会減を上回る状況
 地域住⺠が主体となって農業集落の⾃⽴的な発展を⽬指す取組が各地で展開

過疎地域における要因別の増減

資料︓総務省「令和5年度版 過疎対策の現況」
(令和7(2025)年3⽉公表)を基に農林⽔産省作成

事 例 「農村起業家」の育成により、農村の⾃⽴的な発
展を推進

 中⼭間地域において「農村起業塾」を開講
 ⾃社で運営する加⼯品の販売・宿泊・飲⾷施設をモデルケースの

⼀つとしつつ、農村起業家を育成

農ライファーズ株式会社(広島県）

加⼯品の販売・宿泊・飲⾷施設の販売⾵景

農業集落の総⼾数に占める農家の割合

資料︓農林⽔産省「農林業センサス」
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○ 農業者を含む地域住⺠の就業の場の確保や所得向上・雇⽤
増⼤につながる取組を⽀援し、地域コミュニティの維持・
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第２節 農村の総合的な振興 第６章 農村の振興

所得の向上と雇⽤の創出を図る「経済⾯」の取組と、⽣活の利便性の確保を図る「⽣活⾯」の取
組を推進
農村の活性化に向けた取組の推進
○ 農村における「経済⾯」の取組を強化するため、多様な地域資源を活⽤した付加価値の創出を推進。地⽅公共団体と⺠間企

業等の連携による取組を⽀援

○ 関係府省と連携した中⼭間地域等におけるデジタル技術の導⼊・定着や地⽅創⽣の取組を推進

○ 「『農⼭漁村』経済・⽣活環境創⽣プロジェクト」を創設。関係府省庁、地⽅公共団体、郵便局、⺠間企業、教育機関、⾦
融機関等が参画するプラットフォームを⽴ち上げ、地域と企業のマッチングや連携の在り⽅について議論

⽣活インフラ等の確保
○ 農業に加え、交通・教育・医療・福祉といった地域に定住するた

めの条件を維持・確保する取組の促進が重要

○ 農業・農村における情報通信環境の整備等を推進

○ 複数の集落の機能を補完して、農⽤地の保全活動や農業を核とし
た経済活動と併せて、⽣活⽀援等の地域コミュニティの維持に資
する取組を⾏う「農村RMO」の形成を推進

○ デジタル技術を活⽤し、いわゆる「デジタル村⺠」として地域に
関⼼を持つ⼈々の地域に向き合う取組が進展

地域コミュニティ機能の維持・強化

多様な⼈材の活躍による地域課題の解決
○ 農業・農村への関わり⽅が多様化する中、「半農半X」の取組が

拡⼤

○ 農林⽔産業、商⼯業等の地域産業の担い⼿を確保するための特定
地域づくり事業を⾏う事業協同組合数は、2025年3⽉末時点で前
年同⽉末時点と⽐べ13件増加し108組合 59

事 例 地域コミュニティ機能の維持に向け、農村RMO
の活動を展開

 ⼈⼝減少や⾼齢化を機に地域づくり協議会を設⽴。稲作体験プロ
グラムや貸出⾞両による移動⽀援等を実施

 地域の将来ビジョンを策定し、農⽤地保全、⽣活⽀援、関係⼈⼝
の創出、地域プロモーションを軸とした持続可能な地域づくりの
ため、農村RMOの設⽴を⽬指す。

岡崎市下⼭学区地域づくり協議会(愛知県)

「地域⽀えあい⾞両」による移動⽀援 稲作体験プログラム
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（参考）農村型地域運営組織（農村RMO）の取り組み

＊農村型地域運営組織（農村RMO）とは、複数の集落の機能を補完して、農用地保全活動や農業を核
とした経済活動と併せて、生活支援等地域コミュニティの維持に資する取組を行う組織のこと

北山校区コミュニティ協議会（鹿児島県姶良市） 令和5年着手

天城町地域づくり協議会（鹿児島県天城町） 令和４年着手

荒廃農地・遊休農地の有効活用により、地域資源の新たな活用方法を見出す。また、地域内外の人
材活用や、高齢者が活躍できる体制を整えることで、地域の活性化や生きがいづくりを目指す。

直売所を核とした消費者交流や新たな需要創出による農産物の販売収益の拡大、地域内外の多様な人
材を活用した地域共同での農用地保全活動を行う仕組みづくりの構築。
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第３節 農地保全等に資する共同活動の促進 第６章 農村の振興

地域資源の保全管理の状況

末端農業インフラの保全管理

○ 多⾯的機能⽀払制度の認定農⽤地は微増傾向で推移し、2023
年度は233万ha

○ 全国の農⽤地⾯積のうち同制度を活⽤する⾯積の割合は56.6%

○ ⼤規模経営体への農業⽣産活動の集中や⼈⼝減少・⾼齢化等に
より⼈材確保が困難となるおそれがある中、地域の共同活動に
よる地域資源の保全管理を持続的な体制で⾏うため、活動組織
の広域化を推進

○ 企業や⼤学、農業に関⼼のある⾮農業者等の多様な組織との連
携により、共同活動の発展や地域活性化につながる事例も⾒ら
れていることから、地域の共同活動に外部団体等を呼び込むた
めの仕組みづくりについて検討

事 例 地域住⺠と⼀体となった地域保全の取組

 地域の環境保全のため、多⾯的機能⽀払制度を活⽤し、地元⾃治会
と⼀体となって協議会を設⽴

 ⼦供の参加を主軸とした活動で新たな地域の関係を創出
 地域住⺠との交流を通じ、多数の⾮農業者が⽔路や農道等の保全活

動に参加

難波⽥城公園地域環境保全協議会(埼⽟県）

菜の花を活⽤した「菜の花祭り」

○ ⼈⼝減少等により集落の共同活動が困難となっていく中で、基
幹的農業⽔利施設の維持管理は主に⼟地改良区が担い、末端農
業⽔利施設の維持管理は主に地域住⺠(共同活動)が担うといっ
た従来の役割分担では農業⽔利施設の保全管理が困難・⾮効率
となる地域も出現

○ ⼟地改良区が、地域の関係者と連携して施設等の保全を⾏って
いく仕組みについて検討

○ 最適な⼟地利⽤の姿を明確にした上で、開⽔路の管路化、法⾯
の被覆等による作業の省⼒化やICTの導⼊等による作業の効率
化等を推進

⼈⼝減少・⾼齢化等により、⼈材確保が困難となるおそれがある中、持続的な体制を確保しつつ、
農業者その他の農村との関わりを持つ者による農地の保全に資する共同活動を促進

多⾯的機能⽀払制度の認定農⽤地⾯積とカバー率
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資料︓農林⽔産省作成
注︓1) 各年度末時点の数値

2) 多⾯的機能⽀払のカバー率とは、各年度の農⽤地⾯積に対する認定
農⽤地⾯積の割合
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第４節 地域資源を活⽤した事業活動の促進 第６章 農村の振興

農⼭漁村の地域資源をフル活⽤する地域資源活⽤価値創出の取組や、バイオマス・再⽣可能エネ
ルギーの利活⽤による農⼭漁村の持続的発展や循環型社会の形成に向けた取組を推進

地域資源活⽤価値創出の取組の推進

バイオマスや再⽣可能エネルギーの利活⽤の推進

○ 2023年度の6次産業化による農業⽣産関連事業の年間総販売⾦額は
前年度に⽐べ318億円増加し2兆2,083億円

○ 6次産業化の取組を発展させ、農林⽔産物や農林⽔産業に関わる多様
な地域資源を活⽤し、観光・旅⾏や福祉等の他分野と組み合わせて
付加価値を創出する「地域資源活⽤価値創出」の取組を推進

○ 起業促進プラットフォーム「INACOME(イナカム)」の運営を通じて、
地域資源を活⽤したビジネスコンテストや起業⽀援セミナーの開催、
地域課題の解決を望む地⽅公共団体と企業とのマッチングイベント
等の取組を実施

○ 2021年度のバイオマス利⽤率は76%。「バイオマス産業都市」が、
2024年度は前年度に⽐べ1市増加し104市町村に拡⼤。バイオマス
の活⽤による農⼭漁村の活性化や所得向上に向けた取組を推進

○ 回収や利⽤が進んでいない家庭⽤の廃⾷⽤油を、再⽣資源として活
⽤するため、農林⽔産省本省における回収といった循環利⽤に向け
た機運を⾼める取組を実施

○ 農⼭漁村再⽣可能エネルギー法に基づく基本計画を作成し、再⽣可
能エネルギーの導⼊に取り組む市町村数は、2023年度は前年度に
⽐べ9市町村増加し99市町村

○ 営農型太陽光発電の取組⾯積が拡⼤。下部農地での営農が適切に⾏
われるよう、法令違反事例に対して厳格に対処

事 例 もみ殻や稲わらを活⽤して、循環型社会の形
成を⽬指す

 「⾃然エネルギー100%の村づくり」を⽬指す
 村内で発⽣するバイオマスの⼤部分を占めるもみ殻や稲わら

を活⽤し、熱供給やバイオガス、燻炭、液肥として利⽤する
⽅向

秋⽥県⼤潟村(秋⽥県）

メタン発酵施設

事 例 地域資源活⽤価値創出により、関係⼈⼝を創出

 砂浜を美術館に⾒⽴て四季折々のイベントを開催するアート
分野での取組、地元の⾷材を使⽤した⾷事の提供等を通じた
合宿の受⼊によるスポーツ分野での取組、⾃然の脅威と恵み
の両⾯を理解し学習できる防災分野での取組を推進

 同町の魅⼒を⾃慢できるような町にする事業を展開

特定⾮営利活動法⼈NPO砂浜美術館(⾼知県）

Tシャツアート展
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第５節 国内外からの関⼼を惹きつける農泊の推進 第６章 農村の振興

2023年度における農泊地域の延べ宿泊者数は794万⼈泊。観光⽴国推進基本計画の⽬標を達成

○ 「農泊」を持続的なビジネスとして推進し、農⼭漁村における所得の向上や雇⽤の増⼤を図るため、農泊に取り組もうと
する地域に対し、体制整備、⾷事・体験に関する観光コンテンツの開発、古⺠家を活⽤した宿泊施設の整備等を⽀援

○ 観光庁等と連携しつつ、地域内の関係者を包含した実施体制を構築し、⾷、⽂化、歴史、景観等の農⼭漁村ならではの多
様な地域資源を活⽤して、インバウンドを含む旅⾏者の農⼭漁村への誘客促進や、宿泊単価等の向上(⾼付加価値化)に資
する取組を推進

○ 「農泊インバウンド受⼊促進重点地域」40地域に対して、関係機関と連携した海外向けのプロモーションと、ソフト・
ハード両⾯での受⼊環境整備を⽀援

○ 2023年度における農泊地域の延べ宿泊者数は、前年度に⽐べ183万⼈泊増加し794万⼈泊。「観光⽴国推進基本計画」に
おける⽬標(農泊地域での年間延べ宿泊者数を2025年度までに700万⼈泊とする)を達成

農泊地域の延べ宿泊者数

資料︓農林⽔産省作成

事 例 地域ならではの「特別な体験」を提供する農泊を推進

 宿泊、⾷事、体験・交流を担う多様な関係者が連携することで、地域農産物ブ
ランド化と知名度向上につなげ、農林⽔産業と観光の振興を掛け合わせた地域
づくり、地⽅創⽣を⽬指す取組を実施

 農家⺠宿や宿坊での「宿泊」、地元で採れた⾷材を活⽤したヴィーガンやハ
ラールに対応した「⾷事」の提供、地域特産のいちごやお茶、⽶などに関わる
農業体験、坐禅体験等の「体験プログラム」を組み合わせた農泊事業を展開

太⽥川流域農泊振興協議会(和歌⼭県）

⼤泰寺での写経体験 ⽥植え体験
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（参考）鹿児島県の農家民宿を行っている農業経営体

鹿児島県内の農家民宿の状況について、農林業センサスから調べた結果です。
市町村別にみると、15市町（27件）が農家民宿を行っています

資料：地図テータは2020年農林業センサス

2020年 2015年
計 27 76
鹿児島市 2 5
鹿屋市 1 4
枕崎市 - 1
阿久根市 - -
出水市 7 10
指宿市 - -
西之表市 - 1
垂水市 - 2
薩摩川内市 1 7
日置市 - 1
曽於市 - -
霧島市 - -
いちき串木野市 - 1
南さつま市 - 3
志布志市 1 5
奄美市 1 -
南九州市 1 1
伊佐市 1 9
姶良市 - -
三島村 - -
十島村 - 2
さつま町 1 7
長島町 - 1
湧水町 - -
大崎町 1 -
東串良町 - -
錦江町 - 2
南大隅町 - 2
肝付町 1 3
中種子町 - 1
南種子町 - -
屋久島町 5 1
大和村 - -
宇検村 - -
瀬戸内町 1 3
龍郷町 1 -
喜界町 - -
徳之島町 - -
天城町 - -
伊仙町 - 1
和泊町 - -
知名町 2 -
与論町 - 3

市町村

農家民宿
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第６節 中⼭間地域等の振興 第６章 農村の振興

 中⼭間地域は我が国の⾷料⽣産を担うとともに多⾯的機能の発揮においても重要
 中⼭間地域等直接⽀払制度では、協定間の連携と共同活動の活性化に向けた⽀援が重要

中⼭間地域農業の振興

中⼭間地域等直接⽀払制度の現状と課題

○ 中⼭間地域は、農業経営体数、農地⾯積、農業産出額ではいず
れも約4割を占めており、我が国の⾷料⽣産を担うとともに、
多⾯的機能の発揮においても重要な役割。⼀⽅、傾斜地等の条
件不利性や⾼齢化・⼈⼝減少に伴う担い⼿不⾜、⿃獣被害の発
⽣といった、厳しい状況に置かれており、農業⽣産活動を維持
するための総合的な施策を講じる必要

○ 中⼭間地域等の特性を活かした複合経営等を推進

○ ⼭村への移住・定住を進め、⾃⽴的発展を促す取組を推進。
改正⼭村振興法が2025年3⽉に議員⽴法により成⽴・公布

事 例 中⼭間地域における複合経営の取組例

 ⽔稲や野菜等と和⽜の繁殖の複合経営を実施

奥久慈⽔穂村(茨城県）

○ 2023年度の協定⾯積は前年度と⽐べ3.2千ha増加し65万9千ha

○ 2024年8⽉に公表した「中⼭間地域等直接⽀払制度(第5期対
策)の最終評価」によると、第5期対策において減少が防⽌され
たと推計される農⽤地⾯積は約8.4万ha

○ ⼩規模な集落協定では活動の廃⽌意向を⽰す協定の割合が⾼い
ため、共通の課題を有する複数の集落協定間の連携や、農業者
のみならず多様な組織等が協定活動に参画するための体制づく
りを進めることが重要

○ また、農業⽣産活動の継続につながる幅広い活動を促すため、
地域における共同活動の活性化等に資する取組を引き続き⽀援
していくことも重要

中⼭間地域等直接⽀払制度の協定数と協定⾯積

資料︓農林⽔産省作成
注︓1) 協定⾯積は、協定の対象となる農⽤地の⾯積

2) 各年度末時点の数値
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第７節 ⿃獣被害対策とジビエ利活⽤の促進 第６章 農村の振興

○ 野⽣⿃獣による農作物被害額は、2010年度の239億円をピークに
減少傾向で推移

○ 2023年度は、捕獲強化の取組等によりイノシシ等による被害額が
減少したものの、北海道等で被害額が増加したことによりシカの
被害額が増加したこと等から、前年度に⽐べ8億円増加し164億円

○ ⿃獣被害の防⽌に向けては、捕獲による個体数管理、柵の設置等
の侵⼊防⽌対策、藪の刈払い等による⽣息環境管理を地域ぐるみ
で実施することが重要

○ ICTの更なる活⽤や侵⼊防⽌柵の広域化等の⼀層効率的な対策を講
じていく⽅針

野⽣⿃獣による農作物被害額

資料︓農林⽔産省作成

○ 2023年度のジビエ利⽤量は、新型コロナウイルス感染症の影響に
よる需要の落ち込みからの需要の回復等により、前年度に⽐べ
30.9%増加

○ 国産ジビエ認証制度に基づき、衛⽣管理の遵守やトレーサビリ
ティの確保に取り組む⾷⾁処理施設を認証

○ 捕獲個体をジビエ利⽤に適した状態でより広域的にジビエ処理施
設に搬⼊できるよう、解体機能を有する⾞両等の開発を⽀援

○ ハンターがジビエに適した捕獲⽅法等の知識を学べるジビエハン
ター育成研修制度やペットフード原料としての利⽤を推進

コラム ジビエ給⾷の取組が拡⼤

 教育現場と地域社会が連携し、学校給⾷でジビエを提供
する動きが広がり

 2023年度にジビエを給⾷で提供する⼩中学校は940校を
超えており、2016年度の約2.5倍に増加

 野⽣⿃獣による農作物被害額は前年度に⽐べ増加
 ICTの更なる活⽤等による⼀層の効率的な対策やジビエの利活⽤拡⼤を推進

⿃獣被害対策の推進

ジビエ利活⽤の拡⼤

資料︓⼤分ジビエ振興協議会
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第８節 都市と農村の交流による農村関係⼈⼝の創出と移住の促進 第６章 農村の振興

農村関係⼈⼝の創出・拡⼤、農村の魅⼒の発信
○ 農村と関わりを持っている⼈は約6割

○ ⼦供たちの農⼭漁村での宿泊による農林漁業体験や⾃然体験活動
等を通じ、都市農村交流を推進

○ 農村関係⼈⼝を増加させるため、都市農村交流に加え、⼆地域居
住や農泊等を推進

○ 棚⽥地域振興法に基づく指定棚⽥地域は733に拡⼤。2030年3⽉
末まで同法の期限を延⻑するとともに、農業振興や⿃獣被害防⽌
等の棚⽥地域振興に必要な事項を配慮規定として定めることとし
た「棚⽥地域振興法の⼀部を改正する法律」が2025年3⽉に議員
⽴法により成⽴・公布

○ ⽇本農業遺産に新たに4地域を選定。国内の世界農業遺産認定地
域は15地域。農業遺産地域の魅⼒を広く発信し、地域活性化を図
る取組を推進

○ 「ディスカバー農⼭漁村の宝」に27団体と3⼈を選定

○ 市街化区域内の農地の⾯積は、農地⾯積全体の1.3%である⼀⽅、
農業経営体数と農業産出額ではそれぞれ全体の12.4%、6.5%

○ 64.9%の都市住⺠が都市農地を残していくべきと回答

○ 多様な機能を有する都市農業の振興に向けて、農業体験や農地
の周辺環境対策、防災機能の強化等の取組を⽀援。また、意欲
ある農業者による耕作や市⺠農園・体験農園の整備等による都
市農地の有効活⽤を促進

事 例 関係⼈⼝の創出・拡⼤で持続可能な地域
社会づくりを推進

 関係⼈⼝を関⼼・愛着が⾼い順に、「⾏動⼈⼝」、「交流
⼈⼝」、「関⼼⼈⼝」の3つに分類し様々な活動を実施

 「⾏動⼈⼝」を集める取組として、困りごとを抱えた市⺠
と、地域の⼿伝いをしたい⼈をウェブサイト上でマッチン
グするサービスを実施し、参加⼈数は2023年度に延べ3千
⼈超

⾶騨市(岐⾩県）

河川清掃の様⼦「ヒダスケ︕-⾶騨市の関係案内所」参加者

事 例 地域密着型の特⾊ある都市農業を展開

 消費地に近い都市農地ならではの特徴を⽣かし、地域密着型
の農業を展開

 イベント開催等を通じ、地域住⺠との交流を推進

株式会社ネイバーズファーム(東京都）

園芸⽤ハウスでのトマト栽培 「ひのトマトフェス」の会場

農業体験や都市農業、農泊等を通じ、農村関係⼈⼝の創出・拡⼤を推進

都市農業の推進
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第１節 東⽇本⼤震災からの復旧・復興 第７章 災害からの復旧・復興や防災・減災、国⼟強靱化等

 東⽇本⼤震災からの農地・農業⽤施設等の復旧を推進。96%の農地で営農再開が可能に
 原⼦⼒被災12市町村の農業産出額は被災前の約5割。農業法⼈等の参⼊や産地創出を促進

○ 東⽇本⼤震災による農業関係の被害額は2025年3⽉末時点で
9,644億円、農林⽔産関係の合計では2兆4,436億円

○ 地震・津波災害からの復旧対象農地1万9,640haのうち、2025
年3⽉末時点で1万8,920ha(96%)の農地で営農再開が可能

○ 岩⼿県、宮城県、福島県の3県では地震・津波からの農地の復
旧に合わせた農地の⼤区画化の取組が進展

○ 原⼦⼒被災12市町村の営農再開農地⾯積は、2023年度末時点で
前年度に⽐べ584ha増加し8,599ha

○ 2023年の福島県全体の農業産出額は震災前の約9割まで回復。⼀
⽅、原⼦⼒被災12市町村の農業産出額は約5割の回復にとどまる

○ 担い⼿の確保のため、企業等に対して参⼊相談や現地視察会、参
⼊に向けた市町村との調整、既に参⼊した担い⼿の規模拡⼤に向
けた農地集積といった参⼊可能な農地のマッチング⽀援を実施

○ ⽣産・加⼯等が⼀体となって付加価値を⾼めていく産地の創出に
向けて、産地の拠点となる施設整備等を⽀援。2024年度には、
野菜加⼯⼯場や集出荷施設の稼働が開始

○ ⽣産段階と流通段階での産地競争⼒の強化、国内外の販売促進と
いった総合的な⽀援を実施

事 例 震災からの復興の中⼼を担いながら、
新しい農業を展開

 被災直後から営農再開に向けた取組を実施
 スマート農業技術の導⼊や若⼿の育成に尽⼒
 将来の作付⾯積を約290haまで拡⼤することを⽬標に、なたねや

⼤⾖の⽣産・加⼯・販売等6次産業化にも取り組み、消費者との交
流を⼤切に、新しい農業を牽引

株式会社紅梅夢ファーム(福島県）

地震・津波災害からの復旧・復興の状況

原⼦⼒災害からの復旧・復興
⽔稲の収穫作業 ドローンによる除草剤散布

野菜の販路確保と新たな産地
形成に向けた野菜加⼯⼯場

株式会社彩喜 福島広域野菜加⼯⼯場

たまねぎの品質向上や
産地化に向けた集出荷施設

富岡町野菜集出荷施設
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第２節 ⼤規模⾃然災害からの復旧・復興 第７章 災害からの復旧・復興や防災・減災、国⼟強靱化等

2024年に発⽣した主な⾃然災害による農林⽔産関係被害額は5,811億円

近年の⼤規模⾃然災害からの復旧・復興の状況
○ 「令和4年8⽉3⽇からの⼤⾬」、「令和4年台⾵第14号・第15

号」等により被災した農地・農業⽤施設については、2025年3
⽉末時点で、災害復旧事業の対象のうち約9割において復旧が
完了

○ 「令和5年梅⾬前線による⼤⾬及び台⾵第2号」、「令和5年6⽉
29⽇からの⼤⾬」等により被災した農地・農業⽤施設について
は、2025年3⽉末時点で、災害復旧事業の対象のうち約6割にお
いて復旧が完了

過去10年の農林⽔産関係の⾃然災害による被害額

資料︓農林⽔産省作成
注︓令和6(2024)年の被害額は、令和7(2025)年3⽉末時点の数値

○ 2024年においては、「令和6年能登半島地震」、「令和6年7⽉
25⽇からの⼤⾬」等により、広範囲で被害が発⽣。2024年に発
⽣した主な⾃然災害による農林⽔産関係の被害額は5,811億円

○ 「令和6年能登半島地震による災害」、「令和6年6⽉8⽇から7
⽉30⽇までの間の豪⾬による災害」、「令和6年8⽉10⽇から同
⽉13⽇までの間の暴⾵⾬による災害」、「令和6年8⽉26⽇から
9⽉3⽇までの間の暴⾵⾬及び豪⾬による災害」、「令和6年9⽉
20⽇から同⽉23⽇までの間の豪⾬による災害」については、激
甚災害指定により、農地・農業⽤施設等の災害復旧事業につい
て地⽅公共団体や被災農業者等の負担を軽減

2024年における⾃然災害からの復旧

「令和5年梅⾬前線による⼤⾬及び台⾵第2号」による
被災からの復旧(和歌⼭県)

農道の被災状況 復旧完了

資料︓農林⽔産省作成

68

「令和6年7⽉25⽇からの⼤⾬」により⼟砂が流⼊した農地(秋⽥県)
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特集 変化する我が国の農業構造
シフト

第３節 防災・減災、国⼟強靱化と⼤規模⾃然災害への備え 第７章 災害からの復旧・復興や防災・減災、国⼟強靱化等

災害時に備えた
⾷品ストックガイド

農業⽔利施設等の防災・減災対策、災害への備えとして農業保険への加⼊や農業版BCP の策定、
⾷品の家庭備蓄の定着等を推進

コラム 農業⽤ため池を活⽤した洪⽔調整機能強化の取組

 岡⼭県⾚磐市の岩⽥⼤池では流域治⽔プロジェクトの⼀環として、
低⽔位管理及び事前放流を実施

 佐賀県の六⾓川⽔系では、流域治⽔プロジェクトの⼀環として、
13か所の農業⽤ため池における低⽔位管理を実施

岩⽥⼤池の事前放流施設
資料︓岡⼭県

六⾓川流域の農業⽤ため池における
低⽔位管理の状況
資料︓佐賀県

69

○ 「国⼟強靱化基本計画」等に基づき、農業⽤ため池のハード及び
ソフト対策、応急⽤⾷料等物資供給体制の充実及び備蓄、災害時
における⾷品サプライチェーンの事業者間の連携・協⼒体制の構
築、農業⽔利施設の耐震化、農村における地域コミュニティの維
持・活性化や⾃⽴的な防災・復旧活動の体制整備等を推進

○ 特に重点的かつ集中的に講ずるべき対策として、「防災・減災、
国⼟強靱化のための5か年加速化対策」に基づき「流域治⽔対策
(農業⽔利施設の整備、⽔⽥の貯留機能の向上、海岸の整備）」、
「防災重点農業⽤ため池の防災・減災対策」、「農業⽔利施設等
の⽼朽化、豪⾬・地震対策」、「卸売市場の防災・減災対策」、
「園芸産地事業継続対策」等を実施

○ 気候変動に伴い⼀層頻発化・激甚化する災害への対応として、将
来の降⾬予測に基づく排⽔計画の策定を⾏えるよう、「⼟地改良
事業計画設計基準 計画「排⽔」」が⾷料・農業・農村政策審議
会で審議され、3⽉に農林⽔産⼤⾂に答申

防災・減災、国⼟強靱化対策の推進

災害等への備えと損失の補塡

共済⾦⽀払額

資料︓農林⽔産省「農作物共済統計表」等を基に作成
注︓1) 令和元(2019)年以降は速報値

2) 家畜共済及び園芸施設共済は各年度の数値

○ 農業者⾃⾝が⾏う⾃然災害への備えとして、農業保険の加⼊等
を推進。近年の共済事業全体の共済⾦⽀払額は900億円程度で
推移

○ 災害に備え、農業版BCPの策定・普及を推進

○ ⾷品の家庭での備蓄の定着に向けて、ローリングストック等に
よる⽇頃からの家庭備蓄の重要性、乳幼児、⾼齢者、⾷物アレ
ルギー等を有する⼈への配慮の必要性に関する普及啓発を実施

常時満⽔位ため池

事前放流⽤
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令和６年度 ⾷料・農業・農村施策
概説

• 施策の重点､財政措置､⽴法措置等､税制上の措置､⾦融措置

Ⅰ ⾷料⾃給率の向上等に向けた施策
• ⾷料⾃給率の向上等に向けた取組
• 主要品⽬ごとの⽣産努⼒⽬標の実現に向けた施策

Ⅱ ⾷料安全保障の確保に関する施策
• 新たな価値の創出による需要の開拓
• グローバルマーケットの戦略的な開拓
• 消費者と⾷・農とのつながりの深化
• 国際的な動向等に対応した⾷品の安全確保と消費者の信頼

の確保
• ⾷料供給のリスクを⾒据えた総合的な⾷料安全保障の確⽴
• 円滑な⾷品アクセスの確保と合理的な価格の形成に向けた

対応
• TPP等新たな国際環境への対応、今後の交渉への戦略的な

対応

Ⅲ 環境と調和のとれた⾷料システムの確⽴に関する施策
• みどりの⾷料システム戦略の推進
• 気候変動への対応等環境政策の推進

Ⅳ 農業の持続的な発展に関する施策
• ⼒強く持続可能な農業構造の実現に向けた担い⼿の育成・

確保
• 農業現場を⽀える多様な⼈材や主体の活躍
• 担い⼿等への農地集積・集約化と農地の確保
• 農業経営の安定化に向けた取組の推進
• 農業の成⻑産業化や国⼟強靱化に資する農業⽣産基盤整備
• 需要構造等の変化に対応した⽣産基盤の強化と流通・加⼯

構造の合理化
• 情報通信技術等の活⽤による農業⽣産・流通現場のイノ

ベーションの促進

Ⅴ 農村の振興に関する施策
• 地域資源を活⽤した所得と雇⽤機会の確保
• 中⼭間地域等を始めとする農村に⼈が住み続けるための条

件整備
• 農村を⽀える新たな動きや活⼒の創出
• 農村振興施策を継続的に進めるための関係府省で連携した

仕組みづくり
• 地⽅創⽣2.0に基づいた農⼭漁村の地⽅創⽣の推進

Ⅵ 東⽇本⼤震災からの復旧・復興と⼤規模⾃然災害への対応
に関する施策

• 東⽇本⼤震災からの復旧・復興
• ⼤規模⾃然災害への備え
• ⼤規模⾃然災害からの復旧

Ⅶ 団体に関する施策

Ⅷ ⾷と農に関する国⺠運動の展開等を通じた国⺠的合意の
形成に関する施策

Ⅸ ⾷料、農業及び農村に関する施策を総合的かつ計画的に
推進するために必要な事項

• 国⺠視点や地域の実態に即した施策の展開
• EBPMと施策の進捗管理及び評価の推進
• 効果的かつ効率的な施策の推進体制
• ⾏政のデジタルトランスフォーメーションの推進
• 幅広い関係者の参画と関係府省の連携による施策の推進
• SDGsに貢献する環境に配慮した施策の展開
• 財政措置の効率的かつ重点的な運⽤
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• 本資料については、特に断りがない限り、令和7年3⽉末時点で把握可能な情報を基に記載しています。
• 本資料に記載した数値は、原則として四捨五⼊しており、合計等とは⼀致しない場合があります。
• 本資料に記載した地図は、必ずしも、我が国の領⼟を包括的に⽰すものではありません。
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